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対
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に

増

え

る

現

代

構

単

一

襲

、

事

‘

妻

、

草

の

汚

三

と

ま

切

で

す

匂

織
な
Y
ヘ
時
間
空
品
胤
害
す
る
蓄
は
、
削
除
総
合
タ
ー
は
、
縫
療
を

-1恥

議

雑

化

す

る

病

関

ま

す

手

霊

化

し

ん

雇

は

わ

た

る

微

量

す

る

市

民

喜

怒

ん

の

努

に

、

い
ま
や
人
生
駒
年
と
い
わ
れ
る
時
代
、
向
に
あ
り
ま
す
。

um極
的
な
緩
陥
則
合
川
灯
、
つ
総
設
で
す
w

き

は
品
向
付
制
抗
日
付
れ
は
さ
鴻
の
基
盤
れ
料
品
代
ベ
バ
〕
せ
泣

い

進

吾

、

義

主

義
ι

暴

動

な

ど

は

健

康

に

審

理

問

助

言

し

て

い

れ

た

い

主

に
よ
り
、
た
し
か
い
い
総
染
機
的
発
生
や
心
身
の
総
織
は
.
わ
た
し
た
ち
に
と
い
草
す
悶

義

的

従

事

は

き

く

低

下

し

ま

し

之

か

け

が

え

の

な

い

霊

芋
P

検

診

も

す

べ

て

、
一
方
で
は
、
淡
紛
本
経
由
耳
か
で
明
る
い
生
活
内
総
数
誌
、
終
成

や

食

生

活

安

若

手

旬

、

文

芸

に

あ

る

と

い

ぞ

も

懇

で

ま

り

ま

セ

ン

タ

ー

で

と
も
い
う
べ
愚
鰍
談
斡
や
務
臨
任
、
そ
せ
ん
。
し
か
し
、
幾
康
は
悠
人
か
ら
与
銀
総
セ
ン
タ
ー
は
、

zm聞
が
隠
詩
盗
、

的
総
が
ん
や
心
議
捕
と
い
っ
た
成
人
約
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
口
線
級
塗
司
診
察
握
、
歯
科
滋
務
世
相
.

2

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
か
と
り
ひ
と
り
が
由
日
分
め
い
機
織
令
後
燃
し
、
回
聞
が
母
子
総
後
議
‘
倣
燃
教
育
誠
司
裁

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
的
機
大
む
よ
る
精
神
鐙
撲
な
身
体
ヴ
〈
リ
に
取
り
組
ん
で
い
養
指
議
哨
灘
、
抑
制
総
眠
気

3
時
間
が
会
議
室

と
な
っ
て
い
ま
す
e

こ
れ
ま
で
帝
国
入
セ
ン
タ
ー
や
公
開
利
鉛

で
行
わ
れ
て
い
た
予
仲
間
機
敏
(
麻
察
、

ぷ
脱
税
制
併
合
、
日
本
腕
長
は
料
開
〈
)
、
乳
幼

児
山
間
ぷ
断
、
成
人
病
検
診
な
ど
の
し
各
餓
徐

氏
検
語
が
.
す
べ
て
ζ

の
セ
ン
タ
ー
で

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、
ま

ま雲

調
湖
北
開
肌
溺
口
一
じ
建
設
を
進
め
て
い
た

災
孫
子
市
保
健
セ
ン
タ
ー
が
蜘
%
減
し
、

い

よ

い

よ

4
月

山

お

か

ら

オ

ー

プ

ン

し

ま
す
。
出
除
後
セ
ン
タ

i
は
、
各
揖
慢
総
務

や
相
談
な
ど
、
市
民
に
密
挽
摘
し
た
前
月
人

傑

鍵

サ

ー

ビ

ス

毒

総

会

柏

町
h
a
刊
行
う
場
で

す
。
健
康
へ
の
関
心
が
干
高
ま
る
な
か
で
、

今

後

、

後

康

づ

く

司

の

拠

点

ど

し

て

の

漁
獲
が
制
期
待
さ
れ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
創
刊
問
問
符
隠
は
、
午
品
加
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叫吋

ぬ

分

か

ら

午
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5
帥
吋
ま
で
。
ま
た
、
係

鍵

セ

ン

タ

i
縄
開
設
に
伴
け
い
、
市
役
一
放
・
内

の

後

康

管
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擦
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4
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日
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か

ら
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i
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す
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4
月
凶
器
は
千
葉
際
総
会
級
制
抑
滋
ほ
月

U
gま
で
に
い
転
入
問
掛
け
脅
し
、
引

挙
向
投
縦
割
で
す
お
わ
た
し
た
ち
は
、
き
続
年
役
目
民
総
本
山
別
総
に
登
録
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れ
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ぬ
仇
伝
子
市
と
制
的
+
隣
町
一
か
ら
1
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の
添
い
る
方
で
す
ゐ

会
淡
認
を
選
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ま
す
勘
良
識
な
…
訟
な
お
、
昭
和
問
年
一
3
月
3
波
紋
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問
中
削

を
祭
駄
に
す
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こ
と
め
な
い
よ
う
、
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転
目
前
届
け
を
し
た
方
は
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制
稔
幹
線

選
挙
公
級
一

4
n
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内
に
折
市
町
役
制
刷
所
T
校
燃
し
て
く
だ
さ
い
ω

り
門
的
ま
れ
る
予
定
で
す
)
な
ど
で
、

続
術
者
向
考
え
を
よ
〈
妹
、
附
附
い
て

あ
な
た
の
一
止
し
い
紛
断
で
校
訴
し
ま

し
ょ
う
防

な
お
、
投
山
戸
市
持
続
は
午
前
7
時
か

ら
午
後
6
時
点
で
そ
す

v
mい
会
わ
廿
我
孫
子
市
巡
挙
管

収
後
災
会

投

票

の
で

き

る

方

ず
梨
県
議
会
議
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選
挙
で
投
ぶ
め

で
き
る
万
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、
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明
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川
毅
戸
義
人
保
健
法
の
事
業
も
ス
タ
i
ト

お
年
寄
的
術
祭
仁
川
内
総
臨
版
、
棋
倒
的
鑓
臨
晴
樹
制
裁
や
一
日
制
隊
総
彩
森
一
部

卒
中
、
ゐ
綴
抑
制
な
ど
様
性
約
な
も
の
が
級
以
上
世
絵
く
)
を
行
一
フ
こ
と
に
な
り

多
〈
、
為
市
り
に
〈
い
と
い
ラ
符
時
闘
が
あ
ま
し
た
。
そ
め
中
で
、
臨
絞
的
潟
い
入

り
ま
す
包
し
た
が
っ
て
、
終
殺
な
載
後
や
絞
Mm痛
な
ど
何
ら
か
の
絞
泌
総
緩
め

を
一
応
る
た
め
に
は
、
付
州
都
鋭
か
ら
の
短
記
要
な
人
合
終
的
、
線
総
数
日
、
を
行
い

続
殺
醐
械
が
議
後
に
な
コ
て
き
ま
す
。
法
す
n

こ
の
た
め
、
今
年

z
n
l臼
か
ら
祉
踏
ま
た
、
帥
出
陣
地
詮
査
の
紋
祭
や
関
命
的

一
む
さ
れ
た
老
人
保
帥
臨
時
械
に
鵠
ヅ
品
、
中
市
健
康
状
時
茎
必
ね
で
怒
る
絞
殺
f
抑制告

で
は
、
羽
織
以
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安
対
象
に
月
1

交
付
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す
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や
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澄
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幼
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%
ま
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、
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…
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総
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も
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的
セ
ン
タ
i
合

終
点
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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よ
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1
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今
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・
折
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ま
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す
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れ
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す

め
て
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切
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総
予
定
的
方
、
不
ん
い
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き
る
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定
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跡
?
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入
仲
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し
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い
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お
は
.
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間
…
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介
作
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骨
役
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小
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す
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悶
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日
i
4
H
H
9
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V
時
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開
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前
8
時山畑山河
i
や
後
5
時

V
場
一
前
十
市
川
松
山
附
内
訴
事
告
理
委

H
会

V
袖
付
帯
す
る
も
の
印
鑑
と
後
続
税
開

不

在

者

投

票

の

け

刈

い

て

い

る

場

合

)

を

二

雲

く

予

白

主

主

a訟

で

き

る

方

ま

た

、

身

体

に

義

的

防

災

が

あ

る

校
糸
川
仰
い
い
校
内
れ
ば
…
の
区
域
以
外
で
枚
方
{
身
体
協
お
お
手
桜
、
制
似
品
岩
手

が
を
す
る
子
定
の
打
、
総
然
、
病
人
内
総
長
所
持
し
、
硲
主
口
約
内
存
が
…
絞
め

抗
議
主
ど
や
れ
む
を
仰
な
い
総
務
で
市
要
件
に
ぷ
点
灯
す
る
絡
会
吋
に
は
、
第
制
以

外
に
滞
泊
中
的
必
噌
術
父
、
山
出
走
で
入
で
加
問
“
φ

制
す
る
馴
制
伎
が
あ
れ
マ
ま
す

ι

4

喝
交
付
さ
れ
る
植
地
緩
手
緩
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時
忽
山
山
首
崎
臨
隅
廊
園

A
時
間
内
侍
エ
酋
帯
鎗
構

V
対
警
官
内
配
笥

1J

住

の

人

営

農

絞

一

山

一

山

町

し
て
受
講
で
与
る
人
一
付
十
ル
上

r川

(
お
イ
品
別
述
れ
は
‘

ζ

る

脚

…

刷

遠

く

だ

さ

い

二

費

削

訂

寸

要

議

し

た

講

言

、

官

刊

作

鮮
が
党
講
で
き
ま
せ
ん

A

一
客
船
一
h
j

wv
由
申
込
方
法

mv'H製
一
一
比
一
z
M
b

H
M
後
ハ
が
み
々
に
、
住
所
、
一
一
山
一
弘

法
〈
ツ
ユ
ナ
一
、
年

-
h
m
一志

齢
、
混
総
務
号
、
議
路
一

t
J」

J
J

名
司
受
講
総
統
一
、
脱
臼
「
一
4
人
似
一
川

を
記
入
し
て
く
だ
お
い
。
一
川
一
ザ
川

一

2"
は

②
1
人
E
議
耐
礁
で
す
お
一
日
刊
均
一
h
m

z滋
産
以
上
宅
申
し
込
一
J
L
m
j
h

ん
だ
人
は
失
品
開
で
す
り
一
…
り
ふ
り
て:
 

V
申
込
期
限

4
月
8

寸
山
一
い
お
い
一

日
〈
拙
問
e
ザ

骨

効

)

一

J
制
一
段

出
間
際
仲
蓄
率
的
湯
舟
志
「
j
可制

は
銚
せ
ん
令
行
い
、

4

置
い
」
崎
四

月刊
U
H
口
ま
で
に
泌
知
し
ま
す
。

務
一
鮎
薬
品
綿
一
械
は
午
前
内
部
同
時
か
ら
正

午
ま
で
で
す
釣

マ
串
L
迅
み
減
給
，
t叫
料
開
制
中
市
穴

公
民
館

骨
材

m帥幅一

v
~
S
5
1
5

覇
設
細
剤
費
議
事
、
コ
九

三
ハ
〆

λ
属
議
事
集

て
い
ま
す
勾

な
お
、
採
血
問
料
そ
納
入
滋
知
数
日
い
よ

り
納
得
さ
れ
て
い
る

H
は
‘
4
M
月
分
か

ら
釘
抑
制
円
給
付
に
な
り
、
毎
月
末
日
が
払

刊
誌
州
制
削
酷
い
い
な
り
ま
す

6

探
検
料
は
一
年
分

夜
前
納
診
る
と

割
引
き
さ
れ
ま
す

同
国
弐
年
金
に
加
入
し
て
い
る
佐
官
然
、
ん

係
滋
科
の
約
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

抑
制
約
忘
れ
る
と
、
い
き
と
い
う
と
品
に

部
品
棋
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
、
そ
の
と
き
の
た
め
に
も
、
ま
た

そ
内
つ
ど
納
め
る
の
が
耐
僚
だ
と
い
う
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方
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
愉
保
険
料
め
一
年

前
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
伶

間
川
和
田
年
度
分
州
陣
地
問
材
料
め
節
約
や
糸

滋
す
る
だ
は
、
4
H
汀
山
山
口
U

ま
て
い
い
金
融

機
関
に
お
文
払
い
く
だ
さ
い
“

一
向
民
年
ι単品ザ
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識もイド

V
時

C
自
予
防
接
種
を
受
け
て
は
い
け

主
い
人
*
発
熱
し
て
い
る
人
ま
た
は

済

L
い
栄
後
総
滅
的
あ
る
人
本
心
臓
胤

臨時
bm‘
関
邸
引
綿
臓
に
疾
患
?
の
る
入
来
機

朽
の
時
吸
器
系
疾
患
の
あ
る
人
*
ま
ん

延
性
的
皮
編
時
怖
に
か
か
吋
て
い
る
人
*

ひ
き
つ
け
を
縦
二
し
て
1
年
以
内
の
人

V
時
問
問
午
後

1持
部

4M12時
間
八
万

マ
域
総
保
健
セ
ン
タ
i

びあ(3) 1関 4

す
a

咲
か
品
り
ま
す
刊
に
日
比
ふ
を
ん
す
寸
…
…

一

健

康

メ

モ

骨

総

尿

病

は

で

く

議

長

け

な

い

ゐ

こ

と

は

い

災

品

た

で

す
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叫
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瀦
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史
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友
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叩
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仁
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憎
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懇
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叫
滋
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叫
総
悶
え
れ
口
九
を
郎
新
帆
設
す
る
と
と
も
に
、
そ
的
}
約
悶
鮎
動
糊
に

鴻
A

分柿甘W
は
宰
ら
戸
ぷ
い
事
叫
弛
態
蹴
思
叫
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叫
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叫
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叫
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滋
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叶
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亨
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史
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句
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歩主話事事苦言 内田元tl:!くテ./-)む して重量章者をJJ:めるというイタコピラ

ボイストレーナー〉 も多く主主っています。

験重量豊電 用笈支均fIl言喜重要替の議長令書んからあ、こども

惨遵絡先 主ζ藤 iま主主主警官82お26、 たちがこされらのこ点考査行わ主主いよ

努径はヰZ:f;I:官制-5375へ うご長義理事ください。なお、子ども

|芦のボランティ戸議蚕]
言語人の75Otさめたデ…ブIill書作

り者をする紛を募集し詰ます。 ZぞのB

事委で望書強会を調官舎殺す。ご芸書2むく

だ言5tiQ 

惨臼跨 a!'弓主義記、 第47Jて理室BO

守高D10&菩ガをSIF子さまで

易型量再存 主語宏之}く露望BI喜子右主義幾度憲章露
2、重軽3食品護軍露。第4;2(習霊協は王室
工会媛大重量主義望書で。

砂申し込み.rdl~'合わ校技会議

き止1総主義霊長官邸斗539

政務(J)イタズラ!こよってき竪I:tA主張型

保護者に重要望過してρ主三万く

よととc主主っていきま可。

惨爾い合わt主 上懇ヰ手翠待疑双務Z

惜司3-B!lHお30

議総銀でも鳩料金拠j
41'弓1 せらZ更のま設約機関でも

71<王室料金なζを産支扱うごと11でをき
さます。こど利時く主ざおい脅

b詩書主主金書豊機関 (在家〉淡媛幸君主主義霊

行本王室、冬至EIt5
~隠い会ね士重 71<護憲穏経望書官費翼聖書製

りなツトの言言語塁11d15りきましたa

事沢村栄一様〈日ヨドつからif.j主主総

際襲撃へ段童謡>:Jt?、、ノトほど多裁のひ

成人形とお潟ベ、ツドガ喜吾嫁されさま

傘入江指太郎犠〈茨域機豪語数重器哲長

持〉から従軍主復祉車産僑主義重量へお万

円の警警i¥ttf怒りまし段。

*市民審議量重量霊擦がをう役会謡歌施設

整重罪事選基金へ努爵チャゾティ大会o
1絞護裏金7万5732f!l(J)量密{せがありま主

しな。

本主主孫子密殺事室祭儀から福祉の絞

め!こと32切符(J)襲撃i活ガあり芸去し応。

家公民舘料量豊富再経生のゐ理主療がら

役会主量主上繁華事選基金へ、公E道義畏まつ

りfこ<1310-<57-キチャリティのu史
荷重量57別級OfIl(J)怒i¥t11ありまし

9;∞ 
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